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令和４年度活動報告



① アレルギー疾患患者や家族等に対する相談対応

相談内容内訳福岡県アレルギー相談センター

年度 令和2 令和3 令和4

受
付
方
法

TEL 71 60 49

FAX 8 2 1

mail 22 33 38

相
談
内
容

食物アレルギー 38 37 45

薬剤アレルギー - 14 17

気管支喘息 8 1 1

アレルギー性鼻炎 3 1 8

アトピー性皮膚炎 5 4 4

蕁麻疹 5 5 2

ワクチン - 18 2

その他 42 15 9

計 101 95 88

※令和２年度は「薬剤アレルギ－」、「ワクチン」は「その他」で集計

• 開設日：令和２年７月１日
• 受付方法：

電話（週２回）
FAX（随時）
Mail（随時）

• 回答方法：電話
• 回答期限：受付後1週間以内
• 回答者：

アレルギー専門医
ＰＡＥ（看護師）



② アレルギー講習会（医療従事者対象）

福岡県アレルギー講習会 福岡県児童福祉
施設等職員向け
アレルギー研修会

第1回 第2回 第3回

日程 8月22日-8月29日 11月19日 2月18日 3月20日（県主催）

方式 On-line 集合 集合 集合

講演 災害時支援 食物アレルギー
気管支喘息

花粉症
アトピー性皮膚炎

食物アレルギー

実技 エピペン
吸入指導

エピペン
スキンケア

エピペン

講師 医師（専門医）
薬剤師
管理栄養士（PAE）
管理栄養士

医師（専門医）
看護師（PAE）
看護師（慢性呼吸器疾患認定）

管理栄養士

医師（専門医）
薬剤師（PAE）
看護師（PAE）

医師（専門医）
看護師（PAE）

受講
者数

登録者８７名
修了者６６名
医師 13名
看護師 5名
薬剤師 25名
栄養士 19名
その他 ４名

１９名
医師 ２名
看護師 ４名
薬剤師 ３名
栄養士 ７名
保健師 2名
その他 1名

２０名
医師 ４名
看護師 ６名
薬剤師 １名
栄養士 ５名
教育者 2名
その他 2名

８１名
児童指導員
児童発達支援管理責任者

保育士
看護師
栄養士 等



③ アレルギー疾患に対する情報提供

• 掲載内容
• アレルギー疾患解説
• スキンケア解説
• 講演会・講習会情報
• 花粉情報
• 医療機関検索システム
• 相談窓口
• 食物アレルギーレシピ
• 新型コロナウイルスワクチン情報

• 随時更新

ホームページ



③ アレルギー疾患に対する情報提供

• 開催概要
• 毎月第２金曜日 14:00～15:00

※ COVID-19流行の影響で
開催７回・中止５回

• 対象
• 福岡県内在住者
• アトピー性皮膚炎患者・その家族
• スキンケア指導者

• 講師
• アレルギー専門医・PAE・CAI

• 内容
• 直接指導
• 個別相談にも対応

スキンケア教室



③ アレルギー疾患に対する情報提供

市民公開講座

• 名称：「呼吸器・アレルギー教室」
• 開催日：令和4年11月19日
• 講演・実技指導

親子アレルギー教室

• 対象：小学生・保護者・教職員
• 開催日：令和4年8月6日
• 内容：ゲーム・質問コーナー



③ アレルギー疾患に対する情報提供

種類 時期 発信元（Homepage）

スギ・ヒノキ 1月～4月 福岡県医師会

イネ科 5月～6月 福岡県医師会

その他 5月～1月 福岡病院アレルギーセンター

花粉情報



③ アレルギー疾患に対する情報提供

福岡県内アレルギー診療可能な医療機関調査福岡県内アレルギー診療可能な医療機関調査

背景
アレルギー疾患診療可能医療機関、アレルギー専門医の検索に苦慮
容易に検索可能なシステムの構築が必要

取組

県内医療機関に対して、アレルギー疾患診療可否調査を実施

上記調査結果を基に、診療可能医療機関リストを作成

上記リストを基に、アレルギーセンターホームページに検索システムを構築
（令和４年6月29日より稼働）

利用状況 令和４年度アクセス件数 1,380件

医療機関検索システム



④ アレルギー疾患に係る診断等支援

訪問食物アレルギー講習会 医師・メディカルパートナー見学

場所 学校・園 福岡病院

対象 教職員・保育士 医師・看護師・薬剤師・栄養士

方法 講師派遣又は DVD貸与 実地見学

内容 エピペン講習 診療：外来・入院
指導：栄養・吸入
検査：負荷試験・プリックテスト
他： 薬液調整・感染対策

実績 講師派遣27件
DVD貸出81件

医師1名
看護師8名

取組 講師登録制度の導入
遠隔地対策
福岡県と協働
専門医・指導医・PAE

情報収集体制の整備
見学前：希望調査
見学後：アンケート調査



④ アレルギー疾患に係る診断等支援

スキンケアパンフレット

• 作成： 福岡県・大塚製薬
• 監修： 福岡病院アレルギーセンター
• 対象： 乳幼児の保護者
• 配布： 小児科・産科を標榜する県内の医療機関
• 目的： 指導時の参考資料として活用

• 取組： ホームページからのダウンロード



令和５年度の取り組み



① アレルギー疾患患者や家族等に対する相談対応

相談内容内訳

• 開設日：令和２年７月１日
• 受付方法：

電話（週２回）
FAX（随時）
Mail（随時）

• 回答方法：電話
• 回答期限：受付後1週間以内
• 回答者：

アレルギー専門医
ＰＡＥ（看護師）

福岡県アレルギー相談センター
（継続）

月 4月 5月 計

受
付
方
法

TEL 4 9 13

FAX 0 0 0

mail 4 4 8

相
談
内
容

食物アレルギー 4 6 10

薬剤アレルギー 1 1 2

気管支喘息 0 2 2

アレルギー性鼻炎 0 0 0

アトピー性皮膚炎 0 1 1

蕁麻疹 1 1 2

ワクチン 0 0 0

その他 ２ ２ ４

計 8 13 21



② アレルギー講習会（医療従事者対象）

福岡県アレルギー講習会（継続）

第1回 第2回 第3回

日程 6月18日 11月23日（予定） 3月9日（予定）

方式 集合 集合（予定） 集合（予定）

講演 食物アレルギー
アトピー性皮膚炎

気管支喘息
その他検討中

花粉症
その他検討中

実技 エピペン
スキンケア

吸入指導
スキンケア

エピペン
スキンケア

講師 医師（専門医）
看護師（CAI）
管理栄養士

医師（専門医）
看護師（慢性呼吸器疾患認定）
看護師（PAE）

医師（専門医）
薬剤師
看護師（PAE）

受講者数 ７５名
医師 6名
看護師 9名
薬剤師 19名
栄養士 31名
教育者 7名
その他 3名



③ アレルギー疾患に対する情報提供（新規）

花粉症情報センターの設置

背景

花粉症は社会問題であるとの認識に基づき、
国策として、省庁横断的な花粉症対策を推進中

・第１回関係閣僚会議（令和5年4月14日開催）
・第２回関係閣僚会議（令和5年5月30日開催）

福岡病院アレルギーセンターには、
花粉情報・花粉症対策に関する豊富なデータ・ノウハウが蓄積している

目的 今後新たに打ち出される政策に、迅速に対応できる体制を整備する



③ アレルギー疾患に対する情報提供（継続）

福岡病院アレルギーセンターホームページ

 スキンケアパンフレットをダウンロードできるように改修

 花粉情報センターのバナーの作成、ホームページ内の花粉情報の整理

市民公開講座 「呼吸器・アレルギー教室」

 令和５年１１月２３日開催予定（会場開催）

 参加者を多く募るため、幅広く広報を行う予定（福岡県庁にも広報を依頼予定）

スキンケア教室

 毎月開催

 福岡在住のアトピー性皮膚炎患者・家族

 スキンケアの指導者として、知識及び指導方法の習得と希望する医療従事者

親子アレルギー教室

 年２回開催

 治療中の小学生・保護者・学校職員を対象

 子供たちの疑問に対して楽しく学べる工夫



④ アレルギー疾患に係る診断等支援（新規）

アレルギー疾患移行期医療調査

背景
アレルギー疾患の移行期医療で、紹介先の確保困難事例が頻発

医療機関検索システムも、未対応・対応不十分

対象 医療機関検索ステムに登録されている医療機関（約1,200施設）

方法 アンケート調査

取組 掲載許可が得られた医療機関の回答内容を、検索システムに反映



④ アレルギー疾患に係る診断支援（継続）

エピペン講習

DVDの貸出及び現地への講師派遣

講師登録制度の導入・普及

令和５年5月末現在の依頼件数：DVD貸出4件、講師派遣5件

令和4年度の講習で多かった質問に関して、Q＆Aをホームページに掲載

アレルギー領域での医師・メディカルパートナー見学の受入

対象：医師、看護師、薬剤師、栄養士

随時、ホームページから申し込みを受付

見学前希望調査・見学後ンケート結果を基に、受入体制・見学内容の見直しを検討


